
２４Kami

　９月９日、健康センターセレネ広場で、かほく星空

劇場が開催されました。これは、香北町青年団主催の

野外イベントで、今年で３回目です。

　日暮れを前に始まったステージでは、Ｓａ　ｍａｒｒ

ｙ～高知大学アカペラ同好会Ｏｎ－Ａｉｒ～とスタジオ

チャレンジ・タップダンスクラスが会場を盛り上げた

後、ディアズが登場。洋楽やフォーク、懐メロなど多

様な音楽を披露し、その歌声で観客を魅了しました。

　そして日が沈み、ステージに設営された幅１０㍍の

スクリーンで映画・キャスパーの上映がスタート。約

１，５００人の来場者が訪れ、香北の夜に行われたオシ

ャレなイベントを楽しみました。

２５ Kami

　８月２６日、龍河洞で第１７回龍河洞まつり

が開催されました。会場には多くの模擬店が立

ち並び、ステージイベントなどのさまざまな催

しで大いに盛り上がりました。

　この日の来場者数は２，０００人を超え、夕方

には洞内の照明を落とし、ちょうちんを持って

入洞する暗やみ体験ツアー（無料）が行われ、

親子やカップル５８１人が参加しました。

　フィナーレに行われた打ち上げ花火の大きな

音が山間にこだまし、大輪の花火に観客からは

たくさんの拍手が送られました。

第１７回　龍河洞まつり７回　龍河洞まつり

　８月２０日に京都府立体育館で開催された２０１７

全日本青少年空手道選手権大会で、西岡七夏さん（土

佐山田町楠目）が組手９歳女子の部で優勝、弟の快莉

くんが組手５歳男女混合の部で準優勝しました。

　２人は極真会館高知香美道場で日々の練習に励んで

おり、今年４月に東京で行われた世界大会では快莉く

んが優勝。七夏さんは、同大会の決勝で敗れた相手に

今回雪辱を果たし、見事王座に返り咲きました。

　全国レベルで活躍する空手姉弟。今後のさらなる飛

躍が期待されます。

▲西岡快莉くん（左）と七夏さん

空手姉弟 全国大会で大活躍空手姉弟 全国大会で大活躍

香北少年サッカー部準優勝香北少年サッカー部準優勝

　８月２０日に香美市農村広場で開催された香

北サッカーフェスティバル（３年生以下の部）

で、香北少年サッカー部が準優勝しました。

　昨年の合併１０周年記念事業大会に引き続き、

香北少年サッカー部が主催して開催された今大

会には、高知市内のチームをはじめ、１６チー

ムの参加がありました。
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